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仙台市環境配慮事業者認定委員会（事務局：仙台市環境局資源循環企画課）発行

認定制度について、詳細は
仙台市ホームページをご覧ください。

エコにこゴールドマイスター 検 索

　仙台市内の市民団体・事業者団体・仙台市でつくる「仙台市環境配慮事業者認定委員会」では、
ごみの減量やリサイクル、CO₂削減などの環境配慮活動に特に積極的に取り組む事業者を「エコ
にこゴールドマイスター」として認定しています。
　本冊子では、令和５年１月〜12月の期間に、新たに「エコにこゴールドマイスター」に認定さ
れた事業者の取り組みをご紹介します。

エコにこゴールドマイスター とはエコにこゴールドマイスター とは

令和６年４月発行
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株式会社イーエックスディー

株式会社壱岐産業

EXD.グループは、広告を中心とするブランディング／イベント＆セールスプ
ロモーション／人材関連事業などを展開する５社（EXD./EXCEED/EXCEED 
TOKYO/EXCEED CONNECT/EXCEED CROSS）からなる企業グループです。

「現場をイキイキ壱岐産業」を合言葉に、屋外作業の安全快適を支援するツー
ルの企画販売に力を入れております。夏の熱中症対策や冬の防寒対策はもち
ろんのこと、屋外作業ならではのハチ刺され、最近は特に熊対策ツールも全国から引き合いをいただいております。

企業紹介

企業紹介

この度、エコにこゴールドマイスターに
認定いただきありがとうございます。私
たちのコア事業であるイベント運営はそ
の特性上、ごみの排出が避けられません。
今回を契機にEXD.グループでは事業所
内に止まらず、
私たちの関わる
イベント事業で
も一般の方々を
巻き込みながら、
廃棄物、環境負
荷の削減に向け
て取り組んでま
いります。

この度認定いただいたおかげで、社
員の自覚が一段と強まりました。こ
とあるごとに「エコにこゴールド
マイスターとして恥ずかしくない
か？」など、日常会話の中に意識の
浸透を感じます。規模の小さい会社
が認定されるこ
とで、周りに勇
気を与えられる
と喜んでおりま
す。今後も、時
代の流れに応じ
て工夫を続け、
微力を尽くしま
す。

認定にあたってのメッセージ

認定にあたってのメッセージ

主な環境配慮の取り組み

主な環境配慮の取り組み

有馬浩美代表取締役

長谷川嘉宏
代表取締役

受注したイベントの運営にあたりごみを
削減するため、ラベルレス飲料の使用や
お弁当の包装削減等に努めています。

イベント後に残った食品のうち、
可能なものはフードドライブに寄
付し食の支援が必要な方に役立て
ていただくなどして、食品ロスの
削減に繋げています。

イベント運営時のごみ削減１

フードドライブの実施２

ラベルレス飲料を積極的に採用

フードドライブ団体への寄付

工事看板用貼替ステッ
カーにより工事看板の寿
命を延ばすなど、環境に
配慮した商品の企画販売
を行っています。商品発
送の際は、段ボール箱に「リユースしていますシール」を貼ることで、受け
取るお客様の気分を害さずに、かつエコ意識を高めています。

仙台市に依頼し、「今さら聞けないごみ出しのルール」という講座を社員全
員で受講。また、社内のコミュニケーションエラーは不良品や過剰在庫など
の元凶と捉え、社員どうしのコミュニケーション研修を「社内大学」として
定期的に実施しています。

エコ商品の
企画・発送

１

社内教育の充実化２

リユースシールの
使用頻度は95％以上

見映えが良くなると
長く使ってもらえる
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CO₂を削減するため、営業車の電気自動車導入、照明のLED化
や不要箇所の消灯、エアコンや給湯器の温度管理などを実施
しています。電気、ガス、ガソリン、軽油、水の使用量、ごみの
排出量は毎月社内電子掲示板で共有し見える化しています。ま
た３ヶ月に１度、グループ６事業所をリモートで繋ぎ、取り組み
の共有や課題について話し合う環境委員会を実施しています。

これまで埋め立て処分していた廃棄物を原料にした「造粒石」を製造
しています。盛土材や防草材として単体でも使用できるほか、新型再
生砕石『RCB-40KS』は、道路の下地となる路盤材として幅広くご利用
いただいております。この「造粒固化技術」は特許を取得し、東日本大
震災で被災した南三陸町のがれき処理業務にも採用され、復旧・復興資材として使用されました。

恵和興業株式会社

株式会社こんの 仙台営業所

恵和興業は1977年に設立、今年で創業47年となる会社で、仙台市と福島県にある４つの工
場で各種工事により発生する産業廃棄物の中間処理を行っています。当社では、つながり
や循環をイメージさせる∞（無限大）を縦横に重ね会社の紋としています。“わを広げ、和で
満たす”というコーポレートスローガンに基づき、次なる環境リサイクル事業実現の未来を見据えて事業に取り組んでいきます。

古紙などの再生資源物の回収、卸売、廃棄物の収集運搬など
を通じて、環境保全を地道に、そして確実に実践しています。
当社の厳しい選別作業により分別された資源物は、高品質で高い評価を頂いております。

企 業 紹 介

企 業 紹 介

この度「エコにこゴールドマイスター」
認定をいただきましたことは大変光栄で
あり、改めて認定の重みを感じておりま
す。認定を機に、環境問題に対する社員
の意識が高まっ
ており、問題解
決のために全社
一丸となって取
り組んでまいり
ます。また、地
域密着企業とし
て、様々な形で
地域に貢献・恩
返しをしていき
たいと思います。

私たちは、持続可能な循環型社会の
構築と未来の子供たちの住み良い環
境づくりに取り組むことを基本理念
に掲げ、環境事業に取り組んでいま
す。これからも自分たちにできること
は何かを考え、環境負荷の低減に向
けた取り組みを進めてまいります。

認定にあたってのメッセージ

認定にあたってのメッセージ

主な環境配慮の取り組み

主な環境配慮の取り組み

紺野敏昭取締役副社長

（中）仙台事業所 執行役員
相澤  幸哉 所長

（右）仙台事業所 営業部
　加藤 由理絵 主任

（左）仙台事業所 営業部
熊谷 伊豆美 主任

入口に地域の皆様が自由に
入れられるカゴをご用意しております

グリーン製品登録製品の販売１

エネルギー等使用量の把握・削減２

造粒石

実績の見える化

地域の方々から古紙回収を実施し、
量に応じてＴポイントとして還元す
ることで、紙類の回収を促進してい
ます。

電気使用量をリアルタイムで確認できるシ
ステムを導入したことで、紙をプレスする
機械の稼働フロー見直しや誤作動への早期
対応が可能となり、電力消費の削減に繋
がっています。

Ｔポイント還元による
古紙回収の促進

１

電気使用量のモニタリング２

リアルタイムにていつでも確認
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仙台市様とともに、製品プラス
チックを含むプラスチックごみ
の再商品化計画（令和５～７年
度）を策定し、全国第１号とな
る大臣認定を取得しました。プ
ラスチックごみから物流用のパ
レットを製造しています。

Ｊ＆Ｔ環境株式会社 仙台事業本部

仙台うみの杜水族館

当社は製品を製品に戻す水平リサイクルと地産地消型リサイクルを柱に事業を展開し
ており、仙台市では、市民の皆さまから分別排出されたプラスチックごみを受け入れ、
リサイクル原料を99％使用したプラスチックパレット製造を中心に行っております。

仙台うみの杜水族館は、東日本大震災からの復興のシンボルとして2015年７月に
開業致しました。海と人、水と人との、新しい「つながり」をうみだす水族館を目
指しています。

企 業 紹 介

企 業 紹 介

この度は認定いただきありがとうござい
ます。以前よりエコフェスタへの出展や
周辺の海岸清掃など、多くの環境配慮へ
の取り組みを実施しており、このように
評価いただけた
ことを社員一同
大変誇りに思い
ます。今後も環
境のためには何
ができるのか
日々考え、循環
型社会の実現に
貢献していきま
す。

エコにこゴールドマイスターに認定され
喜びと共に、責任の重さも感じておりま
す。色々な発信をすることで、海や生き
ものを身近に感じ、
環境問題について
考え、行動すると
いう新しい「つな
がり」をうみだし
ていく、仙台うみ
の杜水族館ならで
はのエコにこ活動
を続けてまいりま
す。

認定にあたってのメッセージ

認定にあたってのメッセージ

主な環境配慮の取り組み

主な環境配慮の取り組み

奥野隆一事業本部長

仙台水族館開発(株) 
伊吹立代表取締役

設備点検の様子

同一敷地で一貫リサイクル

ビーチクリーン

節電委員会

徹底した設備機器の点検により安定操業を
行い、不要なオンオフを減らすことでエネ
ルギー消費原単位を削減しています。

製品プラスチック一括回収・リサイクル１

徹底した
設備点検による省エネ

２

深沼海岸で拾った海洋ごみでの万華
鏡づくり体験や、海の環境問題に関
する講座などの企画を通じて、来館
する子どもたちに環境問題やSDGs
に関する学習の機会を提供していま
す。

仙台うみの杜水族館の運営に関わる
複数の事業者で連携して節電に取り
組むため、「節電委員会」を設置し
情報共有を行っています。

SDGs学習の企画１

節電委員会の設置２
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お客さまの意向を伺いつつ、贈答
品の簡易包装・適正包装などを
推 奨 する
「スマート
ラ ッピ ン
グ」を実施
しています。

施工現場で掲示した後に不要となった
ターポリン製懸垂幕を、障害者就労施設
に委託し、トートバッグにアップサイク
ルして顧客に配布しています。

株式会社仙台三越

大和リース株式会社 仙台支社

2023年４月１日 仙台三越は開店90周年を迎えました。地域の百貨店の可能性を
追求し、次に続く100周年に向け、お客様とともに、そしてこの街とともに東北の
新しい未来を築いていく事を決意し、１年を通して「ときめき、つづく。」をテーマに掲げてまいりました。この先
も時をこえ、持続可能な社会・環境にやさしい企業を目指し、環境に配慮した行動と取り組みを続けてまいります。

当社は循環型のリースビジネスを原点に、建物リースをはじめ、土地活用、緑化、車輛・機器
リースなどさまざまな事業を展開しながら、多様化する社会課題の解決に向け、付加価値の高
いプロジェクトを手掛けています。

企 業 紹 介

企 業 紹 介

この度は、エコにこゴールドマイスター
に認定していただき、大変有り難く、光
栄な事と嬉しく思っております。お客様
へのマイバッグ持参や簡易包装などのお
声掛けを通し、百貨店
として出来る事をこれ
からも継続し、行って
まいります。食品ロス、
事業ごみの削減、リサ
イクル等、従業員ひと
り一人の意識を深め、
明るい未来に向け、こ
れまで以上に取り組ん
でまいります。

当社は環境意識の高い社員が多く、全社
員のうち９割以上がeco検定を取得して
おり、エコピープルとして、積極的に環
境活動を行っ
ております。
今後も仙台支
社総勢120名
のエコピープ
ルで、これま
で以上に環境
配慮活動に取
り組んでまい
ります。

認定にあたってのメッセージ

認定にあたってのメッセージ

2023年歳暮期においては、規格外の
牛たんを有効利用した「まごわやさし
い」牛たん弁当を宮城大学と共同企
画するなど、フードロス削減の対策を
社内外の方々と共に取り組んでいます。

主な環境配慮の取り組み

主な環境配慮の取り組み

食品ロスの削減１ 簡易包装の推進２

仙台三越×宮城大学 共同企画
「まごわやさしい」牛たん弁当

田中徳明支社長

只野良樹
総務・経営企画部　

マネジャー

オフィスで飼育中の井土メダカ

従業員の発案で、東日本大震災による津
波被害で絶滅の危機に瀕した井土メダカ
の里親となるプロジェクトに参加し、井
土メダカをオフィスで飼育しメダカ池へ
放流することで生物多様性の取り組みの
重要性を情報発信しています。

懸垂幕のアップサイクル１

井土メダカの里親認定２

懸垂幕をアップサイクルした
「つながるwaバッグ」

仙台三越×ワケルくん
まごころ伝えるエコ包装
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髙島屋スペースクリエイツ株式会社 東北事務所

東北発電工業株式会社

空間創造、それが私たちの仕事です。空間に価値が生まれる
のは、そこで過ごす人が満足をしてこそ。私たちが生み出す空間が、そこで過ごす人にとって最高のおもてなしにな
るように。上質でハートを感じる、人にここちよい空間づくりをご提案しています。

当社は、エネルギー関連設備の総合エンジニアリング企業です。確かな技術でお客様
のニーズにお応えするとともに、東北電力企業グループの一員として東北の復興なら
びに社会の持続的な発展に貢献してまいります。

企 業 紹 介

企 業 紹 介

建設現場の他、全ての事業活動において、
「地球への環境負荷の低減」と「循環型
社会の実現」に努力し、安全・安心で快
適な社会」づくりに貢献するため、引き
続き、環境負荷とコストを削減し、資源
の有効活用に努
め、品質・安全
性・お客様の信
頼を高めるため
に環境に配慮し
た企画、設計、
提案、現場作業
を実行してまい
ります。

この度は、「エコにこゴールドマイス
ター」に認定いただきましたこと、大変
うれしく思っております。今後も、環境
に配慮した事業活動を展開することを掲
げた当社の「環
境方針」のもと、
仙台市様の目指
す循環型社会の
形成に向け、ご
みの減量・リサ
イクルや省エネ
など環境負荷の
低減に取り組ん
でいきたいと思
います。

認定にあたってのメッセージ

認定にあたってのメッセージ

主な環境配慮の取り組み

亀井龍也取締役

三浦一也
取締役火力部長

環境基本理念
及び 環境経営方針

環境経営レポート
（2022.3.1〜2023.2.28）

不要になった作業服をリサイクル業者
へ引き渡し、車両の防音材や内装材と
して再利用しています。

「一人ひとりの環境意識の向上」と「環
境活動の活性化」を目的に、社内で表
彰制度を制定。内部委員会にて審査し、
毎年表彰を行っています。

主な環境配慮の取り組み
作業服のリサイクル１

環境に関する
社内表彰制度

２

作業服リサイクル

環境表彰

設計の際に、LED照明の導入や家具のリペアによるリユース、FSC認証
商品の採用など、環境に配慮した提案を行っています。

「エコアクション21」を
取得しており、環境経営
方針や、エネルギー使用
量、廃棄物排出量等を記
載した「環境経営レポー
ト」を年１回発行してい
ます。

環境に配慮した企画・設計の提案１

環境経営
レポートの発行

２
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株式会社藤崎

株式会社ブレインズ

藤崎は、1819年（文政２年）に創業した百貨店で、一番町にある
本店のほか、宮城県を中心に東北各地にも店舗と営業所を展開して
います。今後も環境問題に取り組むとともに、地域に密着した百貨
店として、地域・社会貢献活動にも積極的に取り組んでいきます。

当社は道路設計を中心に土木関連業務を行っております。誠実
と情熱をモットーに、日々技術の向上に努め、お客様に最高の
サービスを提供し、技術で社会に貢献することを目指し、社会資本整備の一翼を担って行きたいと考えております。

企業紹介

企業紹介

藤崎は、百貨店として顧客の豊かな生活
と地域文化の発展に貢献するため、店内
のエアコンや電気・ガス等の使用量削減
やクールビズ・ウォームビズの励行、過
剰な包装の抑制や
ごみの分別、フー
ドドライブ事業や
温室効果ガス削減
アクションプログ
ラムへの積極的参
加等を通じて、環
境配慮への取り組
みを実践してまい
ります。

この度、弊社が「エコにこゴールドマイ
スター」として認定されたこと、大変う
れしく思います。この認定を新たなス
タートと考え、
今後も、道路
設計を行う会
社だからこそ
の視点で、環
境に配慮でき
ることを社内
で研究し、さ
らに推進した
いと考えてお
ります。

認定にあたってのメッセージ

認定にあたってのメッセージ

ご自宅で使うものには「ノー包装シール」
を使用した無包装、お中元・お歳暮時期に
はギフトセンターでのポスター掲示や呼び
かけ等で簡易包装を推進しています。

道路計画のプランを提出する際に、
環境に配慮した製品や資材・工法の
提案を行うようにしています。

エスカレーターの一部停止や売場改装
時の照明LED化、事務所のこまめな消
灯など、徹底した節電対策を行ってい
ます。

設計図面等、どうしても必要なもの以外は
印刷しないことを社内で徹底し、会議も
ペーパーレスで行っています。それでも発
生する使用済コピー紙については、専門業
者へ送付しリサイクルを行っています。

主な環境配慮の取り組み

主な環境配慮の取り組み

無包装・簡易包装の推進１

環境に配慮した計画１

店舗内での節電対策２

ペーパーレス化と
紙のリサイクル

２

簡易包装

エスカレーターの一部停止

リサイクル推進

西條淳一
執行役員総務部長

高橋英樹代表取締役

施工写真イメージ



ヤマト運輸株式会社 新宮城主管支店

◦ごみの分別、リサイクルの推進
◦省エネ、CO₂削減の取り組み
◦食品ロスの削減
◦顧客への環境配慮の呼びかけ
◦環境に配慮した計画の策定、社員教育　…など

◦環境配慮事業者としてアピールできます
　　➡認定証やステッカーなどが発行され、事業所内への掲示が可能です
　　➡シンボルマークを使用し、名刺やホームページ等にご利用いただけます
◦仙台市のホームページや広報誌で紹介されます
◦仙台市から環境配慮行動に関する情報が届きます
◦従業員の環境配慮意識をますます高めるきっかけになります

「「エコにこゴールドマイスターエコにこゴールドマイスター」」をを
目指してみませんか？目指してみませんか？

こんな取り組みを推奨しています（認定のための項目の一例）

認定を受けるとこんなメリットがあります

8

当社はクロネコヤマトでおなじみ、「宅急便」を
扱う会社です。常にまごころを込めた良質のサー
ビスを提供し、お客様に満足をお届けします。人類共通の課題である環境問題に対し
て、事業を通じて解決を図り、持続可能な社会の実現に積極的に貢献していきます。

企 業 紹 介

目指す姿はこれからの世代にきれいな緑、
水がある地球を残すことであり、我々の課
題です。日々の生活の中で、常に環境につ
いて意識できる人材を育てることが大事で
す。何のためにやっているのかを理解して
もらうことが、結果的
に実りある未来につな
がっていくと思います。
「エコにこゴールドマ
イスター」認定を機に、
環境に配慮できる人材
を一人でも多く育てる
企業として推進してい
きます。

認定にあたってのメッセージ

ヤマト運輸は「2050年温室効果ガス自社排
出量実質ゼロ」および「2030年温室効果ガ
ス排出量48％削減（2020年度比）」の実現
に向けて、主要施策の一つとして2030年ま
でにEV23,500台の導入目標を掲げています。
新宮城主管支店でも今後EV導入を推進していく予定です。

宅急便などの受け取りなどに便利な「オープン
型宅配便ロッカー」の設置を進めています。好
きな時に一度で受け取れることでお客さまの利
便性向上につなげるとともに、結果的に再配達
削減にもつながります。

主な環境配慮の取り組み
電気自動車（EV）の導入１

オープン型宅配便ロッカーの利用２

妹尾真一主管支店長

電気自動車（EV）

オープン型宅配便ロッカー


